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（第２面） 

都市景観形成行為の概要 

１ 建築物の建築等 

ア 行為の種類 ■新築 □増築 □改築 □移転 □修繕 □模様替 □色彩変更 

イ 用途 業務、商業、文化交流施設 

ウ 敷地面積  約9,310㎡ 

エ 高さ(階数）  約110ｍ    （地下1階、地上21階） 

オ 行為面積 
延床面積 約83,000㎡ 

増築面積               ㎡ 
外観変更面積             ㎡ 

カ その他  

２ 工作物の建設等 

ア 行為の種類 □新設 □増築 □改築 □移転 □修繕 □模様替 □色彩変更 

イ 用途(種類)  

ウ 敷地面積                                  ㎡ 

エ 規格(ｻｲｽﾞ)  

オ 行為面積 築造面積                 ㎡ 外観変更面積             ㎡ 

カ その他  

３ 開発行為等 

ア 区域の面積                       ㎡ 

イ 予定建築物の用途  

ウ 法(ﾉﾘ)の高さ                       ｍ 

エ 敷地面積の最小規模                       ㎡ 

オ 木竹の保全等の面積                       ㎡ 

カ その他  

４ 屋外広告物の表示又は屋外広告物を掲出する物件の設置 

ア 行為の区分等 

□自己用        □非自己用 

□壁面看板（  箇所） □袖看板（  箇所） 

□広告塔・広告板（  箇所） □その他（     、     箇所） 

イ 規模(規格/ｻｲｽﾞ)等 

□壁面看板       

□袖看板  

□広告塔・広告板  

□その他（    ）  

ウ その他  

５ その他の行為 

ア 行為の種類  

イ 行為の内容  

ウ その他  

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。 
（Ａ４） 



（第３面） 

計画趣旨等説明書 
敷地特性等の説明 

敷地特性や 

敷地の周辺状況、 

景観的特徴など 

本計画の位置する 58 街区は、横浜駅・新高島駅から徒歩圏にあり、国道 1 号
線ととちのき通りの交差点に面し、交通利便性・視認性の高い敷地である。周
辺には、グローバル企業のオフィス・研究施設等が立地し、開発予定物件を含
め、今後昼夜間のにぎわいの増加が予想される。 
また、当地区はキング軸及びみなとみらい大通りに沿った軸、並びに周辺の建
物高さとのバランスを意識したスカイラインの形成と同時に、みなとみらい大
通り沿道エリアの落ち着いた風格のある景観の形成が求められている。 

 

計画趣旨説明 

魅力ある都市景観

を創造するための

方針 

配慮すべき｢行為指針｣ 
都市景観の形成に関する申出者の

考え方 

方針１ 

多様で先進的

都市機能が集

積するにぎわ

いと活力ある

街を創る。 

１ アクティビティフロア 

 
 

（1） 

都市景観協議地区図に示すペデネットワー

クや歩道等の歩行者空間、人々が自由に利

用できる広場状空地（以下「コモンスペー

ス」という）等に面する位置には、店舗や

文化芸術活動など、にぎわいを創出する空

間（以下「アクティビティフロア」という）

を配置する。 

地区施設・コモンスペースに面して低層棟を配

置し「テラスモール」を形成する。ここでは、

1 階イベント広場・店舗、2階プラネタリウム・

店舗、屋上 3 階アーバンテラスを配置し、立体

的で連続性のある空間とする。とちのき通り側

は歩道状空地に面して演出された風景を持つ

ギャラリー空間を計画する。これらを通じて、

にぎわい創出に配慮する。 

（2） 

アクティビティフロアの外壁は、シューウ

ィンドウ等の大型の開口部を設けるなど、

ペデストリアンネットワークや歩道等の

歩行者空間又はコモンスペース等から、ア

クティビティフロアでのにぎわいや活動

がうかがえる形態意匠とする。 

グランドレベルのアクティビティフロアは外

壁を透明度の高い大型開口とし、エントランス

プラザ等のコモンスペースや地区施設から、に

ぎわいや活動がうかがえる計画とする。 

（3） 

アクティビティフロアの前面にコロネー

ドやアーケードのような空間を設け、快適

で連続した歩行空間が形成されるような

形態意匠とする。 

アクティビティフロアに面する青空の地区施

設とは、コロネードを介し内外が一体となるに

ぎわい空間を創出することで、快適な歩行者空

間を整備する。 

（4） 
アクティビティフロアの周辺には、にぎわ

いを阻害しない範囲で、多様なスケールの

緑を積極的に導入し、景観に配慮する。 

アクティビティフロア周辺に整備するコモン

スペース及び地区施設沿いは、木陰に憩いの場

をつくり、季節感を演出する緑で修景する。ま

た、とちのき通り沿いは風環境を考慮した防風

植栽としても機能させる。計画する緑は潜在自

然植生に基づき枯れにくく健全に育つよう配

慮する。 

方針２ 

街に集う人々

に心地よく、優

しい都市環境

を形成する街

を創る。 

２ 歩道状空地 

 

（1） 
街の公共空間と建築物の私的空間との間に

は、中間領域としての空間（以下「歩道状空

地」という）を豊かにしつらえる。 

とちのき通り沿いには歩道状空地を整備し、演

出された風景を持つギャラリー空間や、列植し

た植栽に合わせたストリートファニチャーを

配置することで、豊かな中間領域を整備する。 

（2） 
歩道状空地を地区施設、歩道等と接して設

ける場合には、境界の段差等の障害をなく

すなど、一体的に利用できる形態とする。 

街区の外周の空地は、十分な空地の幅があるた

め広場状空地として整備し、バリアフリーに配

慮して適宜スロープを設けるなど、歩道との段

差を可能な限りなくし、一体的に利用できる設

えとする。 

（3） 
歩道状空地には、歩行空間を阻害しない範囲

で、植栽を積極的に導入し、景観に配慮する。 

中・高木を主体として整備・管理し、下枝や樹

木による死角のない外構計画とし安全性にも

配慮する。 

（4） 

敷地内に歩道状空地と広場状空地を接して

設ける場合には、植栽やベンチ等の配置によ

り、空間を分けるなど、広場状空地における

憩える場を創出する。 

植栽帯の整備やストリートファニチャー等の

設置により、人が憩い集える空間整備を行う。 



（第３面） 

計画趣旨等説明書 

計画趣旨説明  
魅力ある都市
景観を創造す
るための方針 

配慮すべき｢行為指針｣ 
都市景観の形成に関する申出者の

考え方 

方針２ 
街に集う人々

に心地よく、優

しい都市環境

を形成する街

を創る。 

３ コモンスペース 

 

（1） 

コモンスペースは、建築物の主要な出入口の

前面、アクティビティフロアの周辺、ペデス

トリアンウェイ沿い又は街角等、コモンスペ

ースでのにぎわいや活動が、歩行空間からう

かがえる位置に配置する。 

①国道1号線ととちのき通り側に施設全体の導

入部となる「エントランスプラザ」、②歩道橋

側にシンボリックなプラネタリウムの球体を

中心とした「シアタープラザ」、③新高島駅側

にファニチャーを設け人々の憩いの空間とな

る「ヒストリカルスクエア」の３つのコモンス

ペースを整備し、各主要動線からの顔づくりを

行う。 

（2） 

コモンスペースは、隣接する敷地のコモンス

ペースと一体的に利用できるようにするな

ど、にぎわいの連続性を阻害しない配置、デ

ザインとする。 

67 街区の広場と緑を連続させ、にぎわいのつな

がりを確保し、建物デザインと共に都市的なゲ

ートを形成する。また、３つのコモンスペース

は「テラスモール」も含めて連続させ、敷地全

体でにぎわいのつながりを創出する。 

（3） 
コモンスペースは、様々な形で水や緑を導入

し、人々が気軽に休め、憩える場を創出する。 

オブジェを配置し視覚的な水と緑の潤いを演

出する。また、植栽は潜在自然植生に基づき枯

れにくく健全に育つ計画とする共に、季節感を

演出する計画とする。 

４ 駐車場 

 

（1） 
駐車場は、建築物の地下に設けるなど、青空

駐車場の設置は避け、街並みの連続性を阻害

しないようにする。 

駐車場と車寄せは地下に配置することで、にぎ

わいや街並みの連続性に配慮する。 

（2） 
駐車場を地上に設ける場合は、建築物と一体

的な位置へ配置、デザインする。 
該当なし。 

（3） 

駐車場の出入口又は自動車サービス路の出

入口は、街並みの連続性を阻害しないよう、

都市景観協議地区図に示す、国道１号、みな

とみらい大通り、国際大通りなどの地区内主

要幹線道路沿いを避ける。 

地下駐車場への出入口は敷地北東角部（とちの

き通り沿い）に集約し、街並みの連続性に配慮

する。また地下駐車場への導入路は十分な距離

を取り、出入り車両の滞留が車道まで及ばない

よう配慮する。 

（4） 
駐車場の出入口は、歩行者等の安全確保をし

つつ、形態意匠についても街並みに配慮す

る。 

地下駐車場の出入口は、一箇所に集約すること

で歩車分離に努め、歩行者の安全を図ると共

に、景観にも十分に配慮する。 

５ 駐輪場 

 （1） 

駐輪場は、街並みの連続性を阻害しないた

め、駐輪場周辺の歩道、歩道状空地又は広場

状空地から容易に自転車等が望めないよう、

植栽や建築物等で遮蔽するなど、配置を工夫

する。 

使い勝手を考慮して地上部に計画するが、歩道

及び広場状空地から容易に自転車が見えない

よう、立上り壁、植栽等で遮蔽するなどで配慮

する。 

６ 附属設備等 

 

（1） 

商業施設や業務施設、共同住宅などのゴミ置

き場、荷捌き場、外階段等となる部分は、そ

れらの位置や規模を工夫し、にぎわいの連続

性を阻害しない形態意匠とする。 

ゴミ置場、荷捌きスペースは地下に配置し、外

部に表出しない計画とすることで、にぎわいの

連続性に配慮する。 

（2） 

商業施設や業務施設、共同住宅などのゴミ置

き場、荷捌き場又は外階段等となる部分は、

街並みの連続性を阻害しないため、歩道、歩

道状空地又は広場状空地から容易に望めな

いよう、植栽や建築物等で遮蔽するなど、配

置等を工夫する。 

６（１）に同じ 



 

（第３面） 

計画趣旨等説明書 

計画趣旨説明  

魅力ある都市

景観を創造す

るための方針 
配慮すべき｢行為指針｣ 

都市景観の形成に関する申出者の
考え方 

方針２ 
街に集う人々

に心地よく、優

しい都市環境

を形成する街

を創る。 

６ 附属設備等 

 （3） 
建築物の屋上に設置する設備等は、周囲から

容易に望めないよう、ルーバー等により遮蔽

して魅力ある眺望景観を形成する。 

屋上の設備は、外壁同材の目隠し壁を十分な高

さまで立ち上げることで遮蔽を行い、周辺から

の眺望景観に配慮する。 

方針３ 
みなとみらい

２１地区の特

徴を生かし、横

浜の顔となる

ような街並み

を創る。 

７ 夜間照明 

 

（1） 
都市空間のにぎわいを演出するものや建築

的要素による照明等で、魅力ある街路空間を

創出する。 

コモンスペース、とちのき通り沿い、地区施設

沿いにおいては、植栽・家具・照明を一体でデ

ザインすることで、にぎわい、まちの連続性に

配慮する 

（2） 
夜間の魅力あるスカイラインを創出し、街の

遠望の象徴性を表現するため、建築物の頭頂

部は、照明の演出を行う。 

景観形成ガイドラインに則し、隣接建物と呼応

する遠景に配慮したスカイラインを創出する

夜間照明（建物頂部ライトアップ）を計画する。 

８ 建築デザイン 

 
（1） 

建築物の外壁は、街並みにおける建築物の圧

迫感を低減するため、板状などの閉鎖的で単

調な形態意匠を避け、分節化や適切な開口部

の配置等による表情豊かなファサードとな

るよう工夫し、当地区にふさわしい個性と風

格ある街並みを形成するデザインとする。 

高層棟の外壁面は圧迫感を軽減し、MM21 地区全

体の景観と調和するよう、壁面の細分化と建物

幅の分節化を図り、高層棟低層部の外装は自然

石を採用することで、上質感のある落ち着いた

風格のあるアーバンスケープの形成を目指す。

低層棟の外装は木質調の素材を採用し、歩行者

の目線で親しみある表情を演出する。 

（2） 
建築物は、港への通景及び街並みの連続性を

確保し、街並みにおける建築物の圧迫感を低

減するよう、デザイン・配置等を工夫する。 

キング軸及びみなとみらい大通りに沿った軸

のスカイラインが隣棟との滑らかな連なりを

形成することに配慮したボリューム・配置計画

とする。 

（3） 
隣接する建築物どうしのデザイン・配置等は

歩行空間等からの統一感・調和に配慮する。 

隣接する小学校との間の地区施設には「テラス

モール」を形成し、舗装仕上を周囲街区と色調

を合わせることで調和を図るとともに、豊かな

緑を配しつつ隣地小学校や駅からのスムーズ

な人の流れを創り出すことによって、本施設の

にぎわい施設と一体的な空間を演出する。ま

た、敷地北側に隣接する三井ビルディングと外

壁ラインを揃えることで、みなとみらい 21 中

央地区の新たなゲートを創出する。 

（4） 
建築物の頭頂部は、魅力あるスカイラインを

形成し周辺の街並みと調和するよう配慮す

る。 

キング軸及びみなとみらい大通りに沿った軸、

並びに周辺の建物高さとのバランスを意識し

たスカイラインの形成により、落ち着いた風格

のある景観形成に配慮する。また、夜間は建物

頂部をライトアップし魅力あるスカイライン

を創出する。 

９ スカイライン 

 

（1） 

建築物の高さは、地区全体で海側から山側に

向けて徐々に高くなることや、周辺建物の高

さとのバランスを図ること等について配慮

し、魅力的なスカイラインを形成する。 

キング軸に沿い海側から山側に向かい徐々に

高くなるスカイラインと、みなとみらい大通り

に沿い高低差の少ないスムーズな連続性のあ

るスカイラインという、二つのスカイライン構

成に準拠すると共に、周辺の建物高さとのバラ

ンスに配慮した建物ボリューム設定とするこ

とで、地区全体の都市的なゲートを形成する。 



 

（第３面） 

計画趣旨等説明書 
計画趣旨説明 
魅力ある都市
景観を創造す
るための方針 

配慮すべき｢行為指針｣ 都市景観の形成に関する申出者の
考え方 

方針３ 
みなとみらい
２１地区の特
徴を生かし、横
浜の顔となる
ような街並み
を創る。 

１０ 屋外広告物 

 

（1） 

屋外広告物は、次にあげる基準に基づき、秩

序ある広告景観を形成し、街のにぎわいを創

出する。ただし、街のにぎわい創出や活性化

を目的としたエリアマネジメント活動（※）

によるもので「11 にぎわい形成」に適合す

るものは、この限りではない。 

 

ア 屋外広告物は、にぎわいの創出に効果的

な色彩、デザイン等について工夫し、別表１

（横浜市魅力ある都市景観の創造に関する

条例 みなとみらい２１中央地区都市景観

協議地区 参照）に掲げる質の高い広告景観

を創造する。 

 

イ 屋外広告物は、地区内外から眺望景観、

街路景観を配慮し、形状、大きさ、配置等に

ついて別表２（横浜市魅力ある都市景観の創

造に関する条例 みなとみらい２１中央地

区都市景観協議地区 参照）に掲げるものに

よる秩序ある広告景観を形成する。 

 

※エリアマネジメント団体（一般社団法人横

浜みなとみらい２１）が主催する活動をい

う。「11 にぎわい形成」においても同様と

する。 

屋外広告物は、景観形成ガイドラインに沿った

デザインとすることで、華美になりすぎず、街

並みのにぎわいや良好な環境の創出に寄与す

るものとする。 

 １１ にぎわい形成 

 

エリアマネジメント活動として、公開空地や

コモンスペース、隣接する公園等を活用し

て、オープンカフェや来街者向けのイベント

の開催等を積極的に展開し、次の事項につい

て配慮するとともに、街のにぎわい創出に努

める。 

 

ア にぎわいが地区全体に広がるようエリ

アマネジメント活動について、地区内の場所

で実施されているものも含めて、積極的に情

報発信に努める。 

 

イ 建築物や工作物は、当地区にふさわしい

にぎわいの演出に寄与するよう、色彩、デザ

イン等について工夫されたものとする。 

 

ウ 屋外広告物は、にぎわいの演出に効果的

で当地区にふさわしいものとなるよう、色

彩、デザイン等について工夫され、また、著

しく景観を損なわないよう設置数に配慮さ

れたものとする。 

街区の特性を活かし、主要動線を受け止める 3

つのコモンスペースを整備することで、街のに

ぎわい創出に貢献する。 

 

敷地西側に設けるコモンスペース（エントラン

スプラザ）は MM21 地区の新たな玄関口として

位置づけ、各種イベント時に様々な形で活用で

きるよう、ニュートラルなオープンエリアとし

て計画する。 

 

にぎわい施設（プラネタリウム）周囲に設ける

コモンスペース（シアタープラザ）は、半屋外

空間として整備することで建物内外の一体的

なにぎわい演出に努める。 

 

みなとみらい大通りや新高島駅からの動線を

受け止めるコモンスペース（ヒストリカルスク

エア）はファニチャーやシンボルツリーを配置

し憩いの場を創出する。 

 

建築物・工作物・屋外広告物の色彩、デザイン

等は、にぎわいの演出と同時に、周辺との調和、

景観を損なわないよう十分に配慮する。 

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。 
 

（Ａ４） 
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